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１章 序文 
 
このガイドは、Globus Toolkit 4.0をインストールしたい方のための起点となるものです。
基本的な Java WS Coreをインストールした後、ベース・サービス（ Security Infrastructure 

(GSI), GridFTP, Execution Services (GRAM), Information Services (MDS4) ）へと続きま
す。 

 
このガイドは PDF1ファイルとして見ることもできます。しかし、各コンポーネントの説明

においては、オンラインのリファレンス・マニュアルへのリンクがはられていることがありま

す。マスターとなる資料のリストはこちら2です。 
 

                                                   
1 admin.pdf 
2 http://www.globus.org/toolkit/docs/4.0/toc_all.html 
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２章 はじめる前に 
 
Globus Toolkit 4.0をインストールする前に、注意しなければならないことがいくつかあり
ます。ツールキットにはたくさんのサブコンポーネントが含まれていますが、あなたはその中

のいくつかにしか関心がないかもしれません。 
 
ウェブ・サービス以外のセキュリティの実装、GridFTP、 Resource Management (GRAM)、

Replica Location Service、 Information Services (MDS2) がありますが、これらは全て Unix
プラットフォーム上でのみ動作します。 

 
さらには、WSRF によるセキュリティ、Resource Management (GRAM)、 Reliable File 

Transfer (RFT)、Information Services (Index) の実装がありますが、これらのサービスの全
ての Java クライアントは、Windows と Unix の両方のプラットフォーム上で動作します。
WSRF GRAM サービスは Unix システム上だけで動作するインフラストラクチャーを必要と
します。 

 
そのため、もしあなたがツールキットを初めて使い、全てのコンポーネントを試したいので

あれば、Unix システムを使った方がよいかもしれません。もしあなたが、Windows環境での
開発に興味があるのなら、Javaベースのソフトウェアだけを使うようにしなければならないで
しょう。 
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３章 ソフトウェア前提条件 
 
必要なソフトウェア 
 
・ Globus Toolkitインストーラ。Globus Tookit 4.0 ダウンロードページ1からダウンロー

ドしたもの。 
 
・ J2SE 1.4.2+ SDK 。Sun2、 IBM3、BEA4 (GCJ5は使わないで下さい)からダウンロー
ドしたもの。 

 
・ Ant 1.5.1+6（Java 1.5 を使用している場合は、1.6.1+7 ）。Fedora Core 2で配布され
た Antまたは最近の RedHat/Fedora （RHEL3, Scientific Linux 3.0.x, FC3/4）で配
布されたものは使用しないでください。 

 
・ Cコンパイラー。gcc8の場合バージョン 3.2は避けてください。3.2.1と 2.95.xは問題
ありません。 

 
・ GNU tar9 
 
・ GNU sed10 
 
・ zlib 1.1.4+11 
 
・ GNU Make12 
 
・ sudo13 

 
・ JDBCに準拠したデータベース。例えば PostgreSQL14 7.1+。 

 
・ gpt-3.2autotools2004（インストーラーが配布されますが、GPT bundles/packagesを
単独でビルドする場合には必要となります）。 

 
 
オプション・ソフトウェア 

                                                   
1 http://www.globus.org/toolkit/downloads/4.0.0/ 
2 http://java.sun.com/j2se/ 
3 http://www-128.ibm.com/developerworks/java/jdk/ 
4 http://www.bea.com/framework.jsp?CNT=index.htm&FP=/content/products/jrockit 
5 http://gcc.gnu.org/java/ 
6 http://ant.apache.org/ 
7 http://ant.apache.org/ 
8 http://gcc.gnu.org/ 
9 http://www.gnu.org/software/tar/tar.html 
10 http://www.gnu.org/software/sed/sed.html 
11 http://www.gzip.org/zlib/ 
12 http://www.gnu.org/software/make/ 
13 http://www.courtesan.com/sudo/ 
14 http://www.postgresql.org/ 
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・ IODBC15（RLSのコンパイルに必要）。 
 
・ Tomcat16（WebMDS で必要、他のサービスでは任意）。直接 Apache webサイトから
ダウンロードしてください。 

 
・ gLite17 Java VOMS parsing libraries。バイナリ 18 が利用できます。（Workspace 

Serviceのコンパイルに必要） 
 
 

                                                   
15 http://www.iodbc.org/ 
16 http://jakarta.apache.org/tomcat/ 
17 http://glite.web.cern.ch/glite/security/ 
18 http://www.mcs.anl.gov/workspace/glite-security-util-java.jar 
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プラットフォーム ノート 
 
このセクションで、単語「flavor」は、コンパイラー・タイプ（gcc またはその他）、32ある
いは 64ビット・ライブラリ、及びデバッグモードか否かの組み合わせを示します。 
 

Apple MacOS X 
GPTのバグ 25819のため、バイナリは使用できません。 

 
 

Debian 
kernel/libc の組み合わせのいくつかが、スレッドの問題を引き起こします。バグ

#219420を見てください。回避策は、LD_ASSUME_KERNEL=2.2.5 をセットすることで
す。 

 
 

Fedora Core 
Fedora Core 2 とそれ以降に出荷したものは、ant が壊れています。ご自身で、

http://ant.apache.org/21 よりインストールして、ant RPM を除去するか、/etc/ant.conf を
編集するかのどちらかを行ってください。あなたが自分でインストールした ant へ
ANT_HOMEをセットします。 

 
 

FreeBSD 
既知の問題はありません。 

 
 

HP/UX 
--with-flavor=vendorcc32を configure時に指定してください。GNU tar、 GNU sed、 

GNU make へのパスが、PATH環境変数にセットされている必要があります。 
 
HPUX 11.11 の PA-RISC搭載機に IPV6パッチを適用させてテストしました。 

   ・HP Ansi-C compiler, version B.11.11.12 
   ・Java 1.4.2_06 
   ・Apache Ant 1.6.2 
 

IA64上の HP-UXは、バグ 323422 を見てください。 
 
 

IBM AIX 
vendorcc32dbg/vendorcc32 と vendorcc64dbg/vendorcc64 の flavor がサポートさ

れています(Visual Age コンパイラー(xlc))。gcc flavor はサポートされていません。
--with-flavor=flavor を使って flavorを指定します。 

                                                   
19 http://bugzilla.ncsa.uiuc.edu/show_bug.cgi?id=258 
20 http://bugzilla.globus.org/globus/show_bug.cgi?id=2194 
21 http://ant.apache.org/ 
22 http://bugzilla.globus.org/bugzilla/show_bug.cgi?id=3234 
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GNU sed、 tar、 makeは PATH環境変数で IBM製品の前に指定されている必要が
あります。 

 
ツールキットは、以下の AIX5.2 でテストされています。 
・ Visual Age C/C++ 6.0 
 
・ IBM Java 1.4の 32 ビット バージョン 

 
・ Apache Ant 1.5.4 

 
 

Red Hat 
既知の問題はありません。 

 
 

Sun Solaris 
サポートされている flavorは、gcc32、gcc64、vendorcc32、vendorcc64です。dbg flavor

は同様に動作するはずです。gcc64を使う場合には、64ビットオブジェクトファイルを対
象とするようにビルドされた gccが必要となります。gcc32dbg flavorは、デフォルトで使
用されるでしょう。他の flavorを使う時には、--with-flavor=flavorを指定してください。 

GPTには、Sunが提供している perlと tarの問題があります： 
http://www.gridpackagingtools.org/book/lateststable/ch01s07.html 
 
ツールキットは以下の Solaris 9でテストされています。 
・ Sun Workshop 6 update 2 C 5.3 
 
・ gcc 3.4.3 

 
・ Sun Java 1.4.2_02 

 
・ Apache Ant 1.5.4 

 
 

SuSE Linux 
既知の問題はありません。 

 
 

Windows 
Java-only コンポーネントのみビルドできます。Java WS Core-onlyダウンロードを

選択して、Java WS Core System Administrator's Guide23の指示に従ってください。 
 
 

                                                   
23 http://www-unix.globus.org/toolkit/docs/4.0/common/javawscore/admin-index.html 
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４章 GT 4.0 のインストール 
 
１．「globus」ユーザーを作成します。この特権のないユーザーは、コンテナーの開始、終了、
サービスをデプロイするなどの管理タスクを実行するために使用されます。インストール

ディレクトリを選んで、このアカウントが、インストールディレクトリに read、wirteの
許可があるかどうか確認してください。 

 
ヒント 

rootユーザーでターゲットとなるディレクトリを作成して、そのディレクトリの所有者を
globusユーザーにするために chownを実行する必要があります。 

 

 
 
重要 

何かの理由で、「globus」ユーザーを作成しない場合には、「root」ではないユーザーでイ
ンストールを実行してください。その場合には、そのユーザーがインストールディレクト

リに書き込み権限があるかどうか確認してください。 
 
 
２．「３章 ソフトウェア前提条件」に記述されている必要なソフトウェアをダウンロードし

ます。 
 
ヒント 

Apache Ant は、JAVA_HOMEによって参照される Javaを使うことを知っておいてくだ
さい。あなたの PATH上にある最初の Javaを必ず使うわけではありません。あなたがイ
ンストールした Javaのトップレベル・ディレクトリに、JAVA_HOMEがセットされてい
ることを、インストール開始前に確認しておいてください。 

 
OSに、既に antが含まれている場合は、「プラットフォーム ノート」もチェックしてく
ださい。/etc/ant.conf は、gcj を使うために構成されているかもしれず、そのままで
はツールキットをコンパイルするのに失敗するでしょう。 

 
 
３．このガイドでは、/usr/local/globus-4.0.0 へインストールすることを想定していま

すが、/usr/local/globus-4.0.0 を他のディレクトリに置き換えても構いません。 
 
  globus ユーザーで実行します。 

 
 
さらにカスタムインストールのために./configureへのコマンドライン引数を使うことがで
きます。デフォルトでは無効になっている利用可能なフィーチャーを有効化する引数は、

以下の通りです。 

globus$ export GLOBUS LOCATION=/usr/local/globus-4.0.0
globus$ ./configure --prefix=$GLOBUS_LOCATION 

# mkdir /usr/local/globus-4.0.0
# chown globus:globus /usr/local/globus-4.0.0 


















































































































